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明
措
後
期
目
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経
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期
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村

経

済

堀

江

保

麗

日
清
戦
争
を
踏
切
議
に
し
亡
日
本
資
本
主
義
は
急
速
に
護
展
し
た
。
農
業
も
、
そ
の
速
度
に
お
い
て
は
到
底
そ
れ
陀
及
ぼ
左
か
う

た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
色
々
白
面
に
拾
い
て
護
展
の
跡
を
見
せ
た
。
け
れ

E
も
農
家
経
梼
ぞ
の
も
の
は
種
L
K

の
困
難
民
逢
着
し
、
自

作
農
は
勿
論
中
小
地
主
で
さ
え
も
徐
々
に
没
落
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
費
本
主
義
結
構
の
務
達
、
と
白
璃
接
友
関
係
に
語
い
て
、
非
資

本
主
義
的
危
農
村
経
済
が
困
難
陀
陥
る
第
一
歩
は
、
と
の
時
期
比
蹄
附
さ
れ
た
と
い
え
る
。
と
白
事
は
腕
に
高
橋
翁
吉
著
「
明
治
大

E
農
村
経
済
由
時
変
遷
」
、

稿
で
は
そ
れ
を
柏
々
詳
し
く
越
べ
て
見
た
い
と
思
う
。

渡
遺
信
一
著
「
日
本
農
村
人
口
論
」
そ
白
他
。
論
著
に
沿
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
本

農
業
の
後
建
と
停
滞

明
治
維
新
に
ゐ
け
る
土
地
改
革
、
身
分
制
度
白
撤
麗
そ
の
他
封
建
的
諸
制
限
h
ら
の
解
放
に
上
っ
て
、
農
業
生
産
は
漸
〈
後
展
白

機
脅
か
一
典
え
ら
れ
、
西
南
戟
争
後
白
イ
Y

フ
レ

1
シ
ョ
ン
及
び
そ
れ
忙
情
相
引
く
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
白
た
め
に
一
大
費
動
を
蒙
っ
た
け
村

ど
も

そ
の
後
民
者
け
る
商
工
資
本
主
義
白
本
格
的
な
生
長
に
伴
っ
て
、
農
業
も
ま
た
外
形
的
に
は
弐
第
に
褒
達
し
た
。
と
れ
を
示

す
も
の
は
ま
A
Y
園
土
細
面
積
並
び
に
納
入
口
に
劃
す
る
耕
地
の
制
令
で
あ
る
。
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(
備
考
)
農
商
務
省
農
務
局
編
「
農
事
統
計
」
(
大
正
三
年
)
に

ιる
。
園
土
総
面
積
は
三
八
、
=
二
六
千
町
歩
己
神
楓
師
酬
は
陣
か
れ
て
い
る
。
耕
地

首
積
千
町
歩
未
満
、
人
口
千
人
宋
諦
切
捨
。

バ
ウ
ル
・

7

イ
エ
ッ
ト

D
推
計
に
上
る
と
明
治
一
一
十
三
年
の
耕
地
商
積
は
五
、
。
四
四
千
町
歩
で
あ
ワ
た
か
ら
、
爾
後
三
十
六
年

ま
で
十
二
一
年
同
色
増
加
面
積
二
二
二
千
町
歩
に
比
べ
て
、
三
十
六
記
ー
か
ら
大
正
元
年
に
至
る
九
年
間
り
そ
れ
が
円
九
三
千
町
歩
に
上

っ
た
と
と
は
注
目
ず
べ
き
で
あ
る
。
か
〈
て
人
口
の
念
速
な
増
加
に
も
拘
ら
や
、
回
畑
一
町
歩
嘗
り
毎
年
九
人
弱
と
い
う
数
字
を
一
不

す

E
と
が
で
き
た
の
で
あ
品
。
弐
は
農
家
戸
数
白
増
加
及
び
そ
り
耕
地
と
白
閥
係
で
あ
っ
て
、
即
ち
第
二
表
白
如
く
で
あ
る
。

第
一
揖

明
暗
後
期
目
盛
村
経
済

事
六
十
士
品
世

ブb

ブし
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(
備
考
)
出
典
、
第
一
表
忙
同
じ
。

e

更
に
農
業
の
護
連
は
作
付
段
別
及
び
段
首
り
牧
童
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
と
れ
h
C
主
要
食
糧
作
物
に
つ
い
て
見
る
と
ま
む
如
く
で

あ
る
。

第
一
一
一
民
主
要
食
糧
作
物
件
付
段
別
及
び
段
嘗
股
量

日

葬
段
営
牧
最

k
怜

作
渦
滑
山
段
別

ltl-
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(
備
考
)
朝
日
新
聞
社
「
日
本
経
済
統
計
穂
郡
}
に
よ
る
。
作
何
段
別
皐
位
千
町
歩
、
同
未
満
切
捨
。
段
嘗
牧
霊
草
位
宿
ロ

， r 

大問
元池

田三豆
:IEニ二プじヌて
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日一、九呂町内

E
、
ロ
ロ
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一・一呈
一・回一一・国昔

一・穴国

六占一一

占
{
]
己
一

司

I
S
-

-
R
A己

一

一・六一一一16
一・占八

一・者福

要望皇室

E

・g
-・八九

ロ
・
山
均

一・昌

ロ
・
穴
草

口
・
均
九

一・一-一
一・一六

本
表
に
持
け
る
大
婆
白
作
付
段
別
は
明
治
三
十
八
年
の
六
十
七
高
町
歩
一
を
頂
上
と
し
て
漸
次
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
表
に

掲
げ
な
か
っ
た
が
、
稗
は
阪
に
明
治
十
年
頃
か
ら
、
粟
-
黍
・
蕎
奏
は
明
治
三
十
年
前
後
か
ら
、
同
様
白
傾
向
を
一
市
し

τい
た
。
己

札
に
射
し
て
米
・
小
委
・
大
豆
・
小
豆
・
玉
萄
黍
・
甘
諮
・
馬
鈴
薯
は
、
少
〈
と
も
大
E
初
年
ま
で
は
作
付
段
別
増
加
し
、
且
円

J

段

常
牧
量
も
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
。
粟
-
黍
・
替
察
車
段
営
牧
量
の
増
加
傾
向
を
示
し
つ
つ
そ
自
作
付
段
別
が
減
少
し
て
行
っ
た
の
は

要
す
る
に
食
糧
と
し
て
白
地
位
の
低
下
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
主
要
食
糧
に
闘
す
る
隈
り
農
業
生
産
は
純
封
的
に
は
弐
第
比
護
展
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
速
度
は
極
め
て
徐
々

で
あ
ワ
て
唱
と
れ
を
他
の
生
産
と
由
比
較
に
治
M
て
見
れ
ば
む
し
ろ
停
滞
的
で
あ
っ
た
と
い
っ
江
主
い
。
例
え
ぽ
明
治
三
半
年
を
一

‘
0
0と
す
る
大
正
元
年
白
生
産
額
指
数
を
見
る
と
、
生
繍
二
三
ニ
、
綿
締
二
六
五
、
鎖
産
三
八
て
水
産
漁
獲
高
ご
八
-
一
一
に
劃
し
て

米
は
僅
か
に
一
一
五
で
あ
っ
た
(
「
日
本
組
済
統
計
糊
額
』
五
一
良
)
。
而
も
と
白
間
内
地
現
住
人
口
は
一
九
%
近
く
増
加
し
、
同
時
に
一
人

富
り
白
米
食
率
は
高
く
な
う
な
、
か
〈
て
明
治
一
一
十
二
年
ま
で
む
し
ろ
米
自
稔
阿
国
で
あ
う
た
わ
が
図
は
、
翌
年
D
凶
作
に
際
し
て

四
百
五
十
寓
播
白
米
主
撒
入
し
た
白
を
手
始
め
と
し
て
次
第
に
そ
の
轍
入
を
増
し
、
日
清
戦
争
を
経
過
す
る
や
米
穀
白
恒
常
的
な
轍

『
明
治
以
降
の
外
米
職
入
促
二
様
の
意
義
あ
り
。

入
園
と
な
ワ
た
。
と
D
聞
の
事
情
に
つ
い
て
は
失
の
よ
う
に
越
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
六
十
七
巻

" 

明
治
後
期
目
農
村
極
爵

静

観
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事

六

十

七

巻

ニ

ニ

一
は
凶
作
共
他
の
事
情
に
よ
る
米
慣
騰
貴
を
緩
和
す
る
矯
め
の
輸
入
、
二
は
需
要
増
加
に
件
い
供
給
白
不
足
を
補
う
恒
久
の
轍
入
之

れ
な
b
。
日
情
戦
争
前
は
第
一
義
の
聡
入
多
一
か
り
し
も
、
共
後
生
活
。
向
上
人
口
増
加
等
恒
久
的
に
供
給
の
不
足
を
告
ぐ
る
に
至
り

て
第
二
義
白
輸
入
に
移
bJ
、
三
十
年
白
凶
作
あ
り
て
第
一
義
・
第
こ
義
の
轍
入
併
せ
起
り
、
遂
に
外
米
O
需
要
は
我
邦
に
菟
る
べ
か

ら
ざ
る
趨
勢
き
な
れ
り
。
斯
く
年
々
絶
え
す
多
額
白
外
米
を
職
入
す
る
に
至
り
し
に
図
り
、
一
一
一
十
七
年
七
月
以
後
職
人
税
を
課
ず
る

事
と
な
り
、
共
見
越
輸
入
あ
り
て
合
同
時
白
聡
入
額
は
無
比
白
多
敢
に
上
り
た
り
』
(
山
崎
繁
女
郎
閉
症
縞
「
米
界
養
料
」
「
七
八
貰
)
。

相
調
的
関
係
に
お
け
る
良
業
心
停
滞
的
傾
向
は
、
反
村
白
内
部
に
立
入
っ
て
凡
れ
ば
様
々
白
鮪
に
烏
け
る
衰
退
的
傾
向
と
な
っ

τ

現
わ
れ

τ
い
る
。
第
一
は
粂
業
農
家
戸
数
白
塙
加
で
あ
づ
て
、
即
ち
第
四
表
の
如
〈
で
あ
る
。

第
四
表
事
業
農
裂
と
乗
業
農
家

一

葉

山

即

|

考
一

(

戸

)

一

耕

数

」

一

作

車

豊

一

伽

叩

糊

一

事

戸

計

F

L

、
「

、

一

な

千

に

・

い

戸

主

-

地

未

る

-

主

椅

L

一

を

切

一

除

措

明
治
三
六

三
七

ヨ八
三
九

四
O

四一四
二

四
三

岡
田

犬
正
元

明
治
後
期
目
鼻
村
極
済

革、主二

豆
、
七
主
A

J

一
早
、
七
孟
九

亘
、
凡
一
均

昌
、

h
Z
A

耳
、
告
白
山
国

五
、
ぃ
唱
宝
-

z、
六
内
回

ゴ一、六人正
一己、六人回

解

腕

第
二
表
に
掲
げ
た
よ
う
に
農
家
戸
数
は
漸
次
増
加
し
つ
つ
あ
う
た

に
も
拘
ら
す
、
専
業
農
家
戸
数
は
絶
封
的
に
も
相
劉
的
に
も
減
少
傾

向
を
示
し
て
い
る
。

ζ

の
傾
向
は
日
露
戦
争
後
特
に
著
し
い
。
而
し

亡
増
加
し
た
粂
業
農
家
の
中
陀
は
近
傍
の
小
商
工
業
者
に
し
て
自
家

飯
米
主
得
る
た
め
に
農
業
に
着
手
し
た
者
も
あ
る
が
、
そ
り
多
く
は

農
業
だ
け
に
生
活
を
依
存
し
得
な
く
な
う
た
人
々
で
あ
る
己
と
勿
論

で
あ
る
。
第
二
は
耕
地
所
有
戸
数
の
絶
封
的
減
少
傾
向
で
あ
っ
て
、

卸
ち
明
治
四
一
年
に
四
九
」
一
帯
六
千
戸
あ
っ
た
耕
地
所
有
戸
数
は
、

大
正
元
年
に
は
四
九

O
高
四
千
戸
に
減
少
し
た
。
と
白
減
少
は
主
ム
」

し
て
耕
作
に
従
事
し
な
い
地
主
戸
数
白
減
少
に
基
す
く
と
と
る
で
あ



り
、
多
少
と
も
に
自
己
D
耕
地
に
依
存
ず
呂
耕
作
農
家
戸
数
は
僅
か
な
が
ら
増
加
し
で
い
る
か
ら
、

般
態
を
一
方
ず
と
も
雪
え
る
。
け
れ

E
も
耕
地
所
有
白
庚
狭
別
農
家
戸
数
を
見
る
と
第
五
表
の
如
〈
で
あ
っ
て
、
五
反
以
上
五
町
来
捕

の
農
家
戸
数
D
減
少
と
い
う
菰
観
的
な
傾
向
左
京
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
削
ち
上
述
の
不
耕
作
地
主
の
減
少
は
主
と
し
て
中
小
地

主
白
減
少
に
止
る
白
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
彼
等
は
他
白
よ
り
引
令
う
産
業
に
投
資
口
を
求
め
て
土
地
陀
投
下
し
て
い
た
者
本
を
引

.
一
揚
げ
た
も
白
に
外
な
ら
な
い
。

一
一
聞
に
持
い
て
は
楽
観
す
べ
き

帝
王
寝

耕
地
所
有
田
庚
狭
別
農
家
戸
数
百
分
比

大E 明拍
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以上 l 史実呉、実呈

(
欄
考
)
「
農
事
棟
計
」
に
よ
る
。

前
し
て
中
小
地
主
が
手
放
し
た
耕
地
は
、
金
剛
閥
的
に
凡
て
中
産
的
農
家
の
手
に
入
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
が
自
作
農

の
減
少
、
小
作
及
び
自
作
集
小
作
農
の
増
加
、
並
び
に
自
作
田
畑
の
減
少
、
小
作
田
畑
白
増
加
y

と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
D
で
あ
っ

て
、
前
者
陀
闘
す
る
数
字

E
掲
げ
る
と
左
白
如
く
で
あ
る
。

明
惜
後
期
の
農
村
経
済

第
六
十
七
各

事

銑



明
治
後
期
目
農
村
輯
湾

第
六
表

白
小
咋
別
農
家
戸
費
百
分
比

第
六
十
七
巻

四

第

掛

四

年

大E 治明
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(
備
増
)
三
六
年
回
数
字
は
こ
・

農
村
経
済
の
困
難

以
上
に
語
い
て
見
た
よ
う
に
、
明
治
後
期
白
農
業
は
結
封
的
に
は
愛
達
し
た
が
相
封
的
に
は
鼠
同
停
滞
的
傾
向
を
示
し
、
殊
陀
専

業
農
'
挺
戸
数
の
減
少
、
自
作
農
の
減
少
友
ど
に
蒔
い
て
農
家
D
窮
乏
傾
向
さ
え
現
わ
れ
て
い
た
。
己
れ
に
は
耕
地
白
披
張
が
限
界
に

近
付
き
つ
つ
あ
っ
た
と
在
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ナ
農
村
に
判
明
い
て
は
山
川
生
卒
が
高
か
っ
た
と
と
、
従
っ
て
苛
も
牧
盆
を
増
加
せ
ん
と
す

れ
ば
集
約
的
経
営
を
進
め
る
以
外
陀
途
が
な
か
っ
た
己
と
、
な
ど
白
基
本
的
な
諸
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
併
し
と
れ
ら
は
人
矯
的
に

は
如
何
と
も
し
難
い
い
わ
ば
自
然
的
な
俊
件
に
基
や
く
と
と
る
で
あ
っ
で
、
そ
れ
は
何
も
明
治
後
期
に
特
有
D
事
情
で
は
な
か
ヲ

た
。
而
し
て
明
治
後
期
に
は
、
と
れ
ら
白
事
情
を
基
底
と
し
て
、
そ
と
に
特
有
由
経
済
的
託
事
情
が
あ
ヲ
た
。



先
十
嗣
事
ぐ
べ
き
は
公
利
D
負
携
が
弐
第
に
重
〈
な
う
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
試
み
に
回
一
段
歩
営
り
の
会
租
を
見
る
と
次
白
如
く
で

あ
る
。

第
七
器

圭
圏
平
均
回
一
段
曲
賞

n一
位
粗
暴
年
比
較

拍明

回竺三三三毛主 年
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計

(
備
考
)
農
商
務
省
農
務
局
編
「
本
邦
農
業
経
済
事
情
」

(
明
治
四
ニ
年
刊
}
、

=l=一頁

農
業
所
得
白
増
加
に
膝
じ
て
所
得
税
負
携
が
増
加
す
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
と
し
て
、
地
租
率
が
改
訂
せ
ら
れ
て
三
十
一
一
年
に

地
債
の
百
分
の
三
・
三
と
な
り
)
一
一

fr七
年
に
は
非
常
特
別
視
を
加
え
て
百
分
の
五
・
五
と
な
っ
た
と
と
は
、
前
越
の
よ
う
に
護
展

性
に
乏
し
い
農
業
に
と
っ
て
は
頗
る
重
〈
感
ぜ
ら
れ
た
。
け
だ
し
そ
れ
は
土
地
の
牧
盆
力
の
増
加
と
大
し
て
闘
係
が
な
い
ば
か
り
で

は
え
て
、
地
租
剖
モ
白
他
の
地
方
税
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
点
王
い
に
し
て
地
方
税
負
権
額
は
園
税
ほ

E
D
増
加
率
を

示
苫
左
か
っ
た
。
併
し
土
地
の
公
和
負
権
合
計
額
は
四
十
一
年
に
至
る
十
年
間
に
八

O
%近
く
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
前
述
の
一
般
白
自
作
農
や
中
小
地
主
白
家
計
陀
及
ぼ
し
た
影
響
は
少
〈
な
か
う
た
で
あ
ろ
う
。
而
も
嘗
時
D
税
法
調
査
合
白
調
査

第
一
揖
一
一
五

明
治
後
期
目
農
村
極
済

第
六
十
士
巻

五



明
治
後
期
目
農
村
輯
済

六

第
一
蹴

六

静
六
十
七
巻

に
よ
れ
ば
、
個
人
牧
盆
に
封
ず
る
公
租
白
剖
令
は
農
業
(
主
と
し
て
土
地
。
股
益
v

に
長
い

τニ
A
%
、
商
業
〔
主
と
し
て
直
上
田
収
益
)

に
語
い
て
一
四
%
で
あ
っ
て
(
前
掲
書
、
豆
頁
)
、
農
業
者
は
商
業
者
に
比
べ
て
ニ
悟
の
負
婚
を
し
て
い
た
。
加
う
る
に
農
村
に
は
水
利

費
・
害
晶
髄
除
費
・
協
議
費
・
農
舎
費
な
ど
の
公
共
的
な
負
掘
が
あ
り
、
公
租
釈
と
れ
ら
す
べ
て
を
加
え
る
と
、
土
地
D
負
櫓
は
地

租
白
約
三
倍
に
相
賞
す
る
で
あ
ろ
う
と
推
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
か
土
う
忙
褒
展
性
に
乏
し
い
農
業
、
従
っ
て
農
家
は
ポ
憶
に
高
い
土

地
負
播
を
脊
負
ヲ
て
い
た
D
で
あ
る
。

第
二
の
事
情
は
、
農
家
が
ム
次
第
に
深
〈
貨
幣
経
梼
に
持
込
ま
れ
、
而
も
こ
れ
に
劉
抗
L
得
る
力
を
持
た
な
か
っ
た
と
と
で
あ
る
。

農
家
が
，
次
第
に
探
〈
貨
幣
経
抽
出
に
捲
込
ま
れ
た
事
情
に
つ
い
て
は
積
々
白
方
商
か
ら
見
る
と
と
が
で
き
る
が
、
こ
と
で
は
米
白
商
品

化
、
農
産
資
材
の
商
品
化
、
並
び
陀
消
費
生
清
白
都
合
ん
刊
の
三
鮪
に
つ
い
て
眺
め
よ
う
。

先
占
ナ
米
白
商
品
化
は
明
治
初
年
の
地
租
改
E
と
共
忙
全
而
的
に
始
う
た
事
柄
で
一
あ
っ
て
、
何
也
明
治
後
期
D
問
題
で
は
左
い
が
、

そ
と
に
は
こ
の
期
に
特
有
白
一
二
の
事
柄
が
あ
一
円

J

究
。
そ
の
一
つ
は
交
通
機
関
白
稜
誌
が
米
D
商
品
化
を
促
進
し
た
と
と
で
あ
う
亡

「
米
間
拝
者
料
」
(
前
掲
)
に
は
失
む
よ
う
に
記
さ
れ
℃
い
る
。
『
日
清
戦
争
以
前
は
鍛
道
敷
設
盛
な
り
し
と
雄
も
未
だ
産
地
東
京
間
白

金
過
を
見
る
に
至
ら
守
、
銭
道
に
て
米
を
運
搬
す
る
は
品
川
稀
な
り
し
に
、
東
海
道
線
全
湿
に
吹
い
で
東
北
本
線
全
通
し
、
積
い
て
中

仙
道
・
北
陸
線
白
蓮
絡
付
宮
、
弗
々
鎖
遣
に
依
り
て
米
を
轍
迭
す
る
に
至
れ
り
。
然
か
も
山
嘗
時
は
貨
車
白
配
給
山
同
口
比
ら
世
、
大
部
分

海
運
に
擦
れ
る
は
云
う
迄
も
赴
〈
、
而
し
て
戦
後
海
運
白
稜
建
は
特
に
著
し
き
も
D
あ
り
、
一
二
十
一
年
に
は
純
噸
数
六
十
四
寓
八
千

三
百
二
十
四
噸
を
算
し
、
米
穀
聡
迭
の
迅
速
を
加
え
た
る
こ
冒
と
少
か
ら
宇
』
(
一
一
ご
頁
V

と
。
そ
の
結
果
需
給
白
趨
合
が
全
倒
的
に
統

一
せ
ら
れ
る
と
と
と
友
り
、
中
間
商
人
の
利
鞘
は
狭
小
と
な
う
た
が
、
農
民
も
ま
た
米
相
場
。
高
低
に
機
敏
に
善
虚
ず
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
れ
を
同
上
書
明
治
四
十
四
年
D
僚
か
h
引
用
す
る
と
弐
白
如
く
で
あ
る
。

『
戦
後
陪
海
運
轍
む
便
と
迅
信
事
務
の
設
建
せ



昌
己
と
は
+
年
前
に
比
し
て
又
帰
ん
ど
隔
此
白
感
あ

p
、
産
地
農
家
は
座
な
が
ら
に
し
て
東
京
白
相
場
を
知
る
ζ

と
を
得
、
九
州
の

端
上
り
東
京
へ
米
を
整
骨
子
る
に
一
週
間
主
要
せ
?
と
一
首
う
に
至
つ
て
は
、
需
給
集
散
の
港
官
一
時
型
化
を
来
せ
る
味
宜
な
り
と
い

う
べ
し
。
共
結
果
産
地
と
需
要
地
と
D
倣
聞
き
狭
阻
と
な
り
、
仲
立
商
の
利
潤
極
め
て
欝
く
、
大
思
惑
を
魚
す
商
人
漸
弐
減
少
し
、

随
て
需
む
れ
ば
随
て
給
す
る
有
様
は
二
聞
に
於
て
米
債
を
徐
々
高
位
に
導
く
の
結
果
を
来
せ
り
。
市
し
て
特
殊
銀
行
共
他
各
銀
行
、
r一

色
地
方
に
出
張
所
を
設
け
て
、
不
動
産
若
〈
は
生
産
米
を
抵
蛍
に
金
融
の
使
を
興
う
る
も
の
漸
〈
多
く
、
農
家
は
其
等
の
力
陀
よ
り

時
機
を
見
て
費
出
す
等
漸
次
寅
巧
者
と
な
り
』
云
々
(
二
一
七
頁
)
。
と
う
し
て
農
家
は
貨
幣
経
祷
に
織
込
ま
れ
、
商
品
生
産
者
の
性
格

を
濃
厚
に
し
て
行
っ
た
。

他
は
金
融
機
関
白
護
建
が
右
白
事
情
を
促
進
し
た
も
こ
と
で
あ
る
。
と
れ
に
う
い
て
は
右
の
引
用
文
に
そ
の
一
端
が
見

ιれ
Z
が、

明
治
三
十
三
年
に
稜
足
し
た
産
業
組
合
の
組
織
が
農
村
金
融
に
興
え
た
便
宜
も
可
成
り
大
き
か
う
た
も
の
の
如
く
、
問
書
に
は
引
綾

き
大
正
元
年
の
僚
に
式
白
、
よ
う
に
記
さ
れ
亡
い
る
。

『
近
年
米
穀
集
散
の
欣
侃
は
、
前
年
の
項
に
記
せ
し
如
く
、
低
利
奇
金
の
運
用

に
依
り
強
て
生
産
米
在
費
出
さ
す
と
も
融
通
に
悶
叫
離
を
感
f
A
Y
、
畿
道
海
運
の
童
話
』
理
に
欝
一
悼
の
得
意
を
固
守
せ
中
主
主
随
時

随
所
ヘ
由
民
捌
く
事
を
得
る
等
、
止
{
産
者
の
境
遇
以
前
と
同
じ
か
ら
歩
。
各
地
信
用
組
令
の
勃
興
は
共
伺
し
て
安
賀
P
避
く
る
等
、
自

然
米
慎
む
低
落
を
支
え
て
、
連
年
大
豊
作
を
得
た
る
に
拘
ら
ナ
新
穀
首
時
よ
り
米
債
高
〈
、
之
を
補
う
矯
め
D
外
米
は
あ
れ
い
こ
ご
肢

は
尚
之
を
厭
う
て
米
債
緩
和
白
抜
薄
く
‘
此
年
四
春
二
十
闘
の
南
債
を
示
し
た
れ
ば
、
陛
人
白
疑
惑
一
方
在
白
中
』
云
々
(
一
ニ
凡
頁
)

交
活
機
関
や
金
融
機
関
白
稜
速
に
よ
っ
亡
農
家
が
金
問
的
な
市
場
機
構
・
債
格
機
構
の
中
に
白
援
に
織
込
ま
れ
て
行
っ
た
と
と
は

経
油
開
設
畏
D
必
然
的
た
傾
向
で
あ
り
、
特
に
金
融
の
使
を
得

τ米
債
O
形
成
に
能
動
的
な
役
割
を
抽
出
じ
得
る
に
至
っ
た
と
と
は
梁
観

的
危
傾
向
で
あ
っ
た
白
け
れ
ど
も
小
良
・
過
小
良
の
群
立
状
態
な
る
に
お
い
て
は
、
全
農
家
が
こ
ぞ
っ
て
貨
幣
粧
携
に
劉
麗
し
待
た

期
尚
後
期
の
農
村
融
商

捧
大
十
七
巻

七

第
一
批

士



e
 

第

六

十

七

巻

第

一

擁

と
は
考
え
ら
れ
占
な
い
の
で
あ
っ
て
、
商
機
に
陪
4
T
Z
費
質

E
H問
き
有
利
託
金
融
を
受
け
る
資
力
を
持
た
ね
農
家
は
む
し
ろ
悲
観
的
な

明
治
後
期
の
農
村
総
務

J、

→ 
J、

境
遇
に
陥
ら
ね
ば
な
ら
設
か
フ
花
の
で
あ
る
。
そ
と
で
う
い
で
に
金
融
白
閣
に
づ
い
て
附
言
し
主
う
。

再
開
問
措
四
ニ
年
}
に
は
、

良
村
の
金
融
は
一
般
に
困
難
に
し

τ金
利
は
高
か
う
た
。
農
商
務
省
農
務
局
編
「
本
邦
農
業
経
済
事
情
」

「
金
利
は
良
村
に
於
て
も
近
年
低
落
し
来
れ
呂
も
、
品
川
都
合
白
金
利
に
比
し
て
甚
だ
高
〈
、
万
人
共
O
金
融
は
都
合
白
金
融
に
比
し
遇

例
著
し
く
一
一
位
迫
を
感
ぜ
り
』
(
一

O
貰
ゾ
と
し
て
、
嘗
時
O
調
査
に
か
'h
る
百
困
未
満
の
小
委
金
の
金
利
表
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
を

金
圏
平
均
金
利
と
併
せ
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
同
表
に
は
『
比
の
調
査
は
経
捕
聞
の
欣
態
。
中
位
な
る
農
村
に
就
き
調

査
し
た
る
も
凸
な
り
。
故
に
共
の
悲
境
に
あ
る
地
方
に
於
て
は
金
利
一
一
鮮

高
か
る
べ
〈
、
資
際
今
日
に
於
て
も
金
利
一
一
割
以
上
の
良
村
梯
注
り
と
せ

A
V

ノ
』
と
也
註
揮
が
あ
り
、
更
に
『
近
年
信
用
組
合
白
漸
弐
普
及
護
連
せ
る

結
果
、
農
村
白
金
融
を
困
禍
な
ら
し
む
る
に
至
り
し
妓
果
砂
か
ら
ざ
る
も

の
あ
り
、
但
し
共
融
通
せ
る
金
利
と
離
も
普
通
は
一
割
二
分
に
し
て
、

割
以
下
白
も
由
は
甚
だ
砂

L
』
と
附
言
せ
ら
れ
て
い
る
。

物
業
銀
行
や
農
工
銀
行
が
設
立
せ
ら
れ
、
信
用
組
合
が
普
及
護
達
し
た

に
も
拘
ら
守
、
都
舎
に
比
べ
て
農
村
金
融
出
闘
滑
を
快
ぎ
金
利
は
高
か
っ
た
。
市
も
商
品
生
産
の
愛
達
に
膝
じ
て
土
地
や
作
物
の
改

良
白
た
め
に
脊
金
は
盆
々
必
要
で
あ
る
。
と
白
困
難
な
扶
態
に
関
し
て
嘗
時
。
農
務
局
良
産
課
長
伊
藤
悌
蔵
氏
は
隅
島
燃
で
行
っ
た

講
演
の
中
で
弐
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
近
来
商
工
業
界
に
於

τは
、
金
融
機
関
の
愛
達
其
他
経
済
上
の
護
濯
に
伴
う
て
、
金
利

が
段
々
安
く
た
う
て
八
朱
か
九
朱
と
云
う
よ
う
に
下
り
つ
づ
あ
る
。
殊
に
郵
便
貯
金
の
金
利
も
五
銭
以
下
に
下
っ
た
や
う
な
趨
勢
で



あ
る
。
然
る
に
農
村
の
金
利
が
一
一
割
五
分
と
か
一
割
二
分
と
か
を
示
し
て
居
る
や
う
で
は
在
か
な
か
農
業
の
護
這
に
は
鈴
程
白
将
来

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
し
て
も
金
利
が
安
く
な
ら
ぬ
と
、
金
の
有
る
者
は
皆
た
令
貨
商
寅
に
な
っ
て
事
業
が
興
ら
ぬ
、
是
は
最

も
不
利
な
る
耕
で
あ
る
」
『
日
本
農
業
論
」
明
拍
四
悶
年
、
三
九
頁
)
。

己
の
主
う
に
金
融
の
不
国
滑
が
農
業
白
進
歩
を
妨
げ
農
家
経
捕
慣
を
不
利
に
導
い
た
事
情
は
、
全
閣
的
で
あ
っ
た
と
見
て
上
い
が
、

特
に
そ
れ
は
東
北
地
方
に
止
い
て
著
し
か
っ
た
。
省
時
一
般
に
地
債
が
騰
貴
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
た
に
拘
ら
歩
、
東
北
地
方
で
は

逆
に
下
落
の
傾
向
が
あ
ワ
た
が
、
そ
れ
は
伊
藤
氏
に
よ
る
と
結
局
金
融
の
不
困
滑
に
基
ナ
ぐ
も
り
で
あ
っ
た
。
回
く
『
土
地
由
民
買
債

格
白
高
低
は
、
理
論
上
か
ら
は
共
土
地
の
利
盆
に
依
つ

τ高
低
ず
る
の
が
原
則
白
や
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
事
責
は
決
し
て
さ
う

云
う
車
純
な
も
の
で
は
な
い
。
土
地
の
債
格
に
謝
し
て
小
作
米
や
金
利
が
よ
い
か
ら
上
る
，
と
云
う
次
第
で
左
い
。
つ
ま
り
其
土
地
の

、
金
融
が
宜
し
い
と
一
一
向
う
己
と
が
最
も
有
力
な
る
原
因
白
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
土
地
白
貧
富
O
懸
隔
が
烈
し
く
、
土
地
白
維
持

が
難
し
い
、
自
分
自
所
有
権
主
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
な
地
方
は
、
貸
手
が
多
い
が
買
手
ぷ
少
い
、
そ
れ
で
悶
の
利
益
は
多

〈
て
も
債
格
は
段
々
下
っ
て
来
る
白
が
普
通
で
あ
る
』
(
同
書
、
一
一
一
頁
)
。
か
〈
て
束
北
地
方
で
は
土
地
を
権
保
に
供
し

τも
十
分
な

資
金
は
得
ら
れ
ナ
、
や
が
て
僅
か
な
債
格
で
土
地
主
手
放
喜
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
土
地
の
集
併
が
進
捗
す
る
一
方
に
治
い
て
農
業

の
進
歩
は
停
滞
し
、
農
家
経
演
は
困
難
に
陥
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
白
で
あ
る
。

良
産
省
材
。
商
品
化
に
ヲ
い
て
は
己
己
で
は
肥
料
を
取
上
ザ
ょ
う
っ
農
務
局
の
調
和
宜
に
よ
れ
ば
、
全
国
鹿
賀
肥
料
見
込
消
費
額
は

明
治
=
一
十
六
年
に
ニ
、
八
八
七
高
岡
で
あ
っ
た
も
白
が
逐
年
増
加
し
て
四
十
年
に
は
六
、

一
二
七
寓
凪
?
と
な
っ
て
い
る
。
長
白
う
ち

消
費
量
白
最
も
多
い
の
は
大
豆
一
緒
で
あ
う
て
、
と
れ
を
一

O
Oと
す
れ
ば
調
合
肥
料
六

O
、
過
燐
酸
石
茨
四
一
、
茶
種
油
糟
四

O
、

練
〆
糟
ゴ
二
、
骨
粉
一
一
(
以
下
略
)
と
い
う
剖
命
で
あ
ワ
た
の
而
も
過
燐
酸
石
茨
や
硫
安
が
下
落
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
の
に
謝
し

=九

明
抽
後
期
の
農
村
線
済

第
士
十
七
轡

第

苦慮

ブL



明
治
後
期
白
峰
村
経
済

第
六
十
士
巻

O 

第
一
一
盟

ゴ

O 

大
豆
糟
。
茶
福
油
精
・
腕
〆
糟
は
い
す
れ
も
騰
貴
し
つ
ワ
あ
り
、
従
ヨ

τ、
『
版
賀
肥
料
金
憾
よ
り
見
て
共
偵
持
近
年
騰
貴
白
傾
向

あ
り
と
云
う
べ
く
、
特
に
由
民
家
が
質
問
に
投
歩
句
。
資
金
は
著
し
く
増
加
D
傾
同
あ
り
、
従
円

J

て
農
家
白
所
得
は
、
自
家
産
肥
料
を
多

く
用
い
し
時
に
比
す
れ
ば
、
牧
支
計
算
の
表
面
の
数
字
よ
争
も
賀
際
に
少
友
き
湿
な
り
』
(
「
本
邦
農
業
経
済
事
情
」
凡

i
丸
事
と
い
う

欣
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

+
叫
に
消
費
生
活
の
都
曾
化
に
ヲ
い
て
一
一
脅
す
Z
。
明
治
維
新
以
後
曲
民
家
白
生
活
が
多
少
と
も
に
向
よ
し
て
来
た
こ
と
は
否
定
す
る

を
得
な
い
が
、

自
宅
白
智
一
質
は
要
す
る
陀
生
活
の
都
合
化
で
あ
り
、
商
品
と
し
て
白
消
費
財
に
よ
り
多
く
依
存
す
る
と
勾
で
あ
ラ
た
。

而
し
て
そ
の
傾
向
ぽ
日
清
戦
争
を
経
て
念
速
の
皮
を
加
え
た
も
D

D
如
く
、
粛
藤
寓
吉
著
「
貴
地
経
済
農
業
指
針
」
戸
明
治
四
四
年
刊
)

の
中
の
「
最
近
の
二
十
ヶ
年
聞
に
於
け
る
日
本
民
事
白
髭
遜
」
と
題
ず
る
項
目
由
中
で
次
D
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

進
歩
に
伴
い
州
民
家
個
人
の
生
計
上
に
も
偉
大
在
Z
鍵
還
を
惹
起
し
た
り
。
何
ん
と
な
れ
ば
明
治
二
十
年
代
に
於
℃
は
米
穀
は
凡

『
世
逗
の

そ
諸
物
慣
白
標
準
と
在
り
農
家
は
物
品
経
済
の
妙
味
を
味
い
得
て
家
計
は
概
し
て
割
合
に
安
聞
な
る
叫
仙
沼
な
り
し
が
、

二
十
年
代
の

末
即
ち
日
清
戦
役
後
よ
り
=
ヱ
年
代
に
瓦
り
で
は
普
通
食
料
穀
類
の
外
、
肥
料
及
び
石
油
、
盟
、
煩
草
、
醤
油
、
消
白
如
昔
日
常
品

は
殆
ん
E
辛
〈
購
入
と
な
り
し
D
み
な
ら
子
、
共
債
絡
は
何
れ
も
非
常
に
高
賞
し
て
到
底
米
穀
騰
貴
D
比
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
又
児

女
白
教
養
其
他
世
間
等
莫
大
の
費
用
を
要
す
る
に
至
担
、
彼
の
所
謂
政
汲
的
散
財
は
別
と
し
て
箕
面
目
に
農
村
に
花
て
農
業
に
従
事

せ
る
人
々
に
於
て
も
、
古
来
日
本
の
農
法
友
る
米
作
に
の
み
力
を
致
し
て
は
今
日
各
自
の
家
計
を
支
え
難
き
を
魔
ゆ
る
に
歪
り
た
れ

ば
・
将
来
の
如
何
を
論
ナ
る
白
眼
な
く
何
に
な
り
少
し
す
う
に
で
も
現
金
状
入
。
多
骨
も
の
に
専
ら
力
主
入
る
る
事
態
と
は
な
れ
り
』

〔
雄
謹
信
一
「
日
本
農
村
人
口
論
」
一

O
六
l
七
頁
一
所
引
}
。

日
本
銀
行
白
調
査
に
か
か
る
明
治
三
十
三
年
を
基
準
と
す
る
東
京
却
費
物
債
指
数
表
を
且
る
と
、
明
治
凶
十
五
年
の
綿
平
均
は
一



三
二
で
あ
る
の
に
鈎
し
、
米
一
七
六
、
大
委
ア
一

O
七
、
裸
奏
二
二
六
、
小
察
一
四
五
、
大
豆
一
三
九
と
主
要
穀
類
は
い
歩
れ
も
純
平

均
主
上
廻
っ
て
い
て
、
事
情
は
一
見
曲
民
家
に
有
利
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
併
し
消
費
最
の
植
え
た
砂
糖
は
二
五
二
、
必
需
D
盟
は
二

回
O
、
石
油
一
四
八
、
綿
織
一
五
三
と
い
や
れ
も
米
穀
の
上
に
あ
り
、
酒
や
煙
草
も
す
べ
て
購
『
内
品
、
と
な
う
て
而
も
税
金
D
関
係
な

E
で
債
格
が
騰
貴
し
て
来
た
。
更
に
注
意
す
べ
き
は
お
の
指
数
が
東
京
D
卸
貰
物
慣
指
数
で
あ
る
と
と
で
あ
る
。
国
ち
良
家
収
資
償

格
が
そ
れ
主
り
も
低
く
、
購
買
債
格
が
そ
れ
よ
り
も
高
か
っ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
〈
て
米
穀
債
格
指
数
が
一
般
物
債
の

綿
平
均
指
数
を
上
廻
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
中
、
農
家
陀
卸
し
て
見
れ
ば
粛
藤
高
官
白
一
育
葉
に
あ
る
よ
う
院
、
農
家
白
日
常
購
入
品
。

債
格
騰
貴
は
米
穀
の
債
格
騰
貴
白
比
で
な
い
と
い
う
有
様
に
な
っ
た
白
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
明
治
後
期
に
t

ぜ
い
て
農
業
そ
れ
自
身
は
漸
次
鵡
耳
語
し
た
が
、
農
家
総
務
は
こ
れ
に
伴
わ
在
か
っ
た
。
そ
れ
に
は

耕
地
の
披
張
が
時
々
限
界
に
達
し
た
左

E
の
自
然
的
事
情
も
あ
る
が
、
経
済
的
に
は
公
租
負
櫓
白
呆
培
、
農
業
生
産
及
び
農
家
消
費

経
抽
聞
の
商
品
ル
山
、
金
融
白
一
小
閏
滑
な
E
が
強
力
に
作
用
し
た
と
と
に
注
沼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
の
外
、
外
米
D
恒
常
的
な
轍

入
に
よ
る
底
追
と
い
う
と
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
内
地
米
、
と
質
を
同
亡
く
す
る
朝
鮮
米
及
び
夜
鷹
米
白
轍
入
は
本
期
に
は
未
だ
微
々

4・

た
る
も
の
で
あ
う
た
か
ら
、
小
委
作
を
除
い
て
は
そ
の
歴
迫
を
係
り
大
き
〈
見
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
農
家
経

済
の
念
連
な
貨
幣
経
神
化
は
、
経
営
規
模
乃
至
企
業
形
態
が
そ
れ
に
割
膝
b
得
な
い
良
家
陀
と
づ
て
は
、
全
般
的
広
見
て
決
し
て
有

利
な
事
情
で
ば
な
か
ヲ
た
。
と
の
農
家
経
棒
凸
相
調
的
困
難
が
良
村
陀
持
け
る
資
本
蓄
積
を
不
可
能
に
し
、
金
利
を
高
位
に
止
め
、

結
局
操
業
白
愛
遼
を
相
謝
的
に
停
滞
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
特
陀
ζ

の
離
は
、
政
府
が
勧
業
銀
行
や
良
工
銀
行
を
設
け
、
或
は
産
業

組
合
の
設
立
を
奨
働
し
、
以
て
農
業
の
保
護
に
努
め
た
に
も
拘
ら
歩
、
そ
れ
だ
け
で
は
類
勢
を
柏
々
緩
和
す
る
を
得
た
だ
け
に
終
づ

た
の
で
あ
る
。

明
抽
後
期
四
農
村
鯉
済

第
六
+
七
巻

ヨ

鍔

境

= 



明
惜
後
期
。
農
村
経
済

第
六
十
七
巻

= 

第
一
一
揖

2 

農
家
家
計
の
一
斑

• 

そ
れ
で
は
個
々
白
農
家
の
収
支
が
ど
由
よ
う
な
欣
態
に
あ
っ
た
か
。
以
下
「
木
邦
良
業
経
済
事
情
」
白
内
容
(
四
回
頁
以
下
)
を
紹

介
す
る
と
と
に
よ
っ
て
己
れ
を
見
、
以
E
明
治
後
期
の
農
村
組
確
明
白
停
滞
旅
態
を
窺
う
上
の
一
資
料
と
し
よ
う
っ

先
宇
大
地
主
の
家
計
は
『
明
治
二
十
四
五
年
頃
迄
は
至
。
て
安
全
に
し

τ且
つ
共
牧
谷
相
臆
に
多
か
り
し
と
躍
も
、
同
コ
一
十
年
頃

以
来
支
出
の
増
額
は
牧
入
之
K
伴
わ
ナ
し

τ、
米
慣
の
好
調
山
な
る
場
合
の
外
は
共
牧
経
到
底
昔
日
の
如
く
な
る
能
わ
歩
、
殊
に
近
年

負
強
額
増
大
せ
る
と
相
謝
し
ζ

米
債
の
柏
々
下
降
せ
る
事
資
共
他
小
作
人
の
移
動
多
き
等
、
動
も
す
れ
ば
歳
計
上
而
白
か
ら
ざ
る
結

果
主
来
た
し
、
共
極
小
作
料
収
λ
以
外
に
貸
金
の
利
子
、
諸
詮
歩
D
利
銑
等
所
開
現
A
m
牧
入
に
重
県
C
E世
〈
の
傾
向
な
る
は
蓋
し
止

む
を
得
古
る
所
在
り
、
同
刑
の
如
く
土
地
収
入
白
み
を
以
て
し
て
は
歳
計
上
面
白
か
ら
ざ
る
結
果
を
来
壮
一
り
と
雄
、
大
地
主
は
共
収
支

額
共
に
粕
々
多
き
主
以

τ、
其
方
法
に
し
て
宜
し
き
を
得
る
時
は
、
左
白
み
悲
運
に
向
わ
A
Y
し
て
相
昨
聞
に
之
を
維
持
愛
展
し
得
ペ
き

'‘ 
%、

も
白
と
す
。
近
年
小
作
細
農
白
愛
護
の
如
き
、
米
穀
共
同
版
賓
の
如
昔
、
又
佃
人
経
営
に
係
る
開
墾
伺
畜
及
植
樹
等
D
種
々
行
わ
る

る
も
の
は
、
蓋
し
之
等
の
毒
由
に
基
く
な
ら
ん
』
と
い
う
朕
態
で
あ
う
た
。
と
れ
が
委
芳
と
し
で
掲
げ
ら
れ
た
大
地
主
家
計
は
左
の

如
く
で
あ
る
。

晶

F
'
九
表

大
地
主
家
計
(
八
カ
所
平
均
)

種

別

I~一一→ーl

一
年

2手

四

年

年|果

三|年

主同比

l年 l

収

入
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金
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率
二

一、室田二
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A
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屯

Z
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一
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口

4
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弓
E
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Z
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F
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国
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号
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E
己
ロ

ニ、九一ニ告回一
4

次
に
一
閏
作
農
に
つ
い
て
は
『
一
町
歩
乃
至
二
町
歩
の
所
有
地
主
自
ら
耕
作
せ
る
自
作
曲
民
は
、

，問
:人際育指宅類料 計

支
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園
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E
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械
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E
 

一
七
口

一
大
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八

邑
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(
備
考
)
所
有
地
、
回
+
六
町
畑
五
町
切
代
畑
若
干
(
以
上
小
作
地
)
、
山
林
原
野
丸
町
歩
。
家
族
七
人
、
升
に
雇
人
若
干
o
小
作
料
は
現
物
を
石
代

で
換
算
し
た
も
目
。
負
師
摘
胡
中
に
は
寄
附
金
品
を
合
む
。

明
拍
後
期
の
農
村
経
済

事
大
十
七
巻

本
邦
由
民
業
白
中
堅
た
る
に
拘
わ
ら
4
y
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明
拍
後
期
山
農
村
知
臨
済

第
六
十
士
巻

四

第
一
瞬

Ol 
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臨
民
家
負
債
の
状
態
よ

ι白
川
る
も
、
亦
土
地
所
有
者
自
増
減
等
に
就
い
て
凡
る
も
、
近
時
最
も
不
利
の
地
位
に
在
る
も
の
の
如
し
、
何

と
な
れ
ば
世
白
風
潮
に
作
い
て
一
家
の
歳
計
支
出
は
大
い
に
措
大
ず
れ
ど
も
牧
人
白
増
加
は
寧
ろ
之
に
作
わ
ざ
る
揚
令
多
く
、
副
業

共
他
D
雑
状
入
を
加
え
て
漸
く
一
家
主
支
持
す
る
が
如
き
資
汎
な
れ
ば
な
り
、
故
に
も
し
少
し
ぐ
不
時
の
出
来
事
起
る
時
は
到
底
之

に
底
十
る
能
わ
歩
し
て
、
無
理
に
a

も
起
債
し
て
一
時
を
爾
縫
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
を
常
と
す
』
と
記
さ
れ
、
左
目
自
作
農
家

計
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
十
表

自
作
農
家
計
(
十
八
カ
所
平
均
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(
備
考
υ
所
有
地
、
回
一
町
一
段
州
五
反
同
林
年
若
干
。
家
族
六
、
七
人

最
後
忙
小
作
農
の
家
計
を
見
る
と
、
『
近
年
に
五
り
で
は
労
銀
共
他
物
債
白
騰
貴
せ
る
に
拘
わ
ら
ナ
小
作
農
一
日
笛
労
働
の
牧
得
は

普
通
努
銀
に
及
ば
歩
、
収
支
を
加
除
す
る
と
き
は
何
等
徐
裕
を
苓
す
る
と
と
な
き
凸
み
な
ら
骨
、
地
方
K
依
り
で
は
収
入
の
不
足
を

r 

示
す
も
の
多
く
し
て
、
自
作
良
に
及
ば
ざ
る
や
遥
か
に
速
し
と
離
も
、
小
作
農
は
自
作
農
に
比
す
れ
ば
家
居
進
退
等
自
由
に
し
て
、

出
稼
・
手
体
い
共
他
陣
業
等
比
較
的
自
在
な
れ
ば
、
資
際
陀
於
い
て
は
自
作
農
に
比
す
れ
ば
結
局
筑
紫
に
し

τ一
仕
易
き
所
あ
る
は
、

這
般
の
般
市
仙
陀
泊
ぜ
る
も
白
む
概
ね
知
呂
所
在
り
』
と
い
う
状
態
で
、
モ
白
家
計
表
は
左
の
如
〈
で
あ
る
。
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明
治
後
期
白
農
村
鰐
務

事
六
十
七
巻

司
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{
備
考
V

小
作
地
、
回
九
段
歩
畑
ニ
段
歩
。
家
族
六
人

以
上
に
つ
い
て
は
最
早
や
何
も
附
加
え
る
と
と
る
は
な
い
が
、
綿
括
的
に
眺
め
る
と
、
田
畑
二
十
町
歩
儀
を
持
つ
大
地
一
、
と
い
え
ど

も
日
清
戦
争
後
は
貸
金
共
他
D
利
子
収
入
に
家
計
白
パ
ラ

Y
ス
を
求
め
る
傾
向
が
増
大
し
た
結
に
注
目
す
べ
き
も
白
が
あ
る
。
と
れ

に
よ
っ
て
田
畑
の
所
有
を
維
持
し
、
且
円

J

地
慣
白
低
廉
な
地
方
(
東
北
地
方
自
如
主
で
は
土
地
を
筑
併
し
て
行
っ
た
が
、

、大

一
般
的
に

見
て
三
町
渉
・
五
町
歩
む
中
小
地
主
は
恐
ら
く
そ
白
ま
ま
で
は
生
計
の
維
持
に
困
難
を
来
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
〈

τ始
め
に
述



、、、

ぺ
た
上
う
に
と
れ
ら
中
小
地
主
戸
数
白
減
少
と
い
う
傾
向
が
現
わ
れ
た
D
で
あ
る
。
小
作
農
が
引
合
わ
な
い
経
僚
で
あ
ヨ
た
ζ

と
は

吏
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
上
り
も
注
意
す
べ
き
は
、
所
有
地
一
町
歩
飴
り
を
自
作
庁
防

W
竪
農
家
白
家
計
白
困
難
で
あ

(

J

た
。
遁
営
左
前
業
の
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
よ
う
て
家
計
を
維
持
し
得
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
消
費
資
金
・
生
産
資
金
主
他
人
に
依

存
す
る
必
要
あ
り
、
こ
の
借
金
白
故
に
所
有
地
白
全
部
ま
た
は
一
部
を
手
放
す
の
飴
儀
な
き
戒
態
に
立
至
ヲ
た
の
で
あ
ワ
た
。
と
こ

で
農
家
負
債
の
状
況
陀
つ
い
て
前
掲
書
白
記
事
を
引
用
し
て
出
自
己
う
。

「
閥
団
地
方
に
多
く
見
る
が
如
く
、
農
家
一
般
の
欣
蕗
良
好
な
る
も
の
に
在
ヨ
て
は
、
農
家
と
し
て
近
年
負
債
を
増
し
た
る
事
貨
を

認
め
ざ
る
D
み
を
ら
中
、
貸
金
貯
金
色
増
犬
を
致
し
て
寧
ろ
大
い
に
好
汎
を
口
呈
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
共
他
一
般
の
揚
合
に
在
。

て
は
、
大
的
主
ζ

そ
迂
年
貸
金
共
他
諸
詮
雰
類
白
現
金
政
入
を
増
加
し
た
る
等
に
て
粉
々
盛
視
を
呈
す
れ
ど
も
、
自
作
農
及
小
作

畑
農
に
五
つ
て
は
一
般
に
負
債
時
加
L
、
殊
K
京
北
地
万
陀
於
い
て
和
々
悲
侃
を
呈
せ
る
農
村
に
在
つ
て
は
、
一
戸
平
均
百
五
十

闘
乃
至
二
百
固
に
も
謹
す
Z
が
如
し
、
市
か
も
概
ね
歳
計
不
足
よ
り
来
れ
る
起
債
な
れ
ば
、
容
易
に
之
を
償
却
し
得
十
し
て
絡
に

共
所
有
地
主
無
に
し
、
又
は
止
む
な
〈
特
業
出
稼
等
を
矯
す
者
年
々
多
き
を
加
え
来
り
、
従
円

J

て
金
利
白
如
き
も
世
謹
白
進
歩
に

反
し
て
近
年
却
て
漸
攻
騰
貴
せ
る
も
白
往
々
之
れ
有
広
陀
至
判
り
。
而
し
て
束
北
地
方
に
於
い
て
共
白
殊
に
甚
し
き
を
見
る
』

(
下
略
V

ハ
四
九
頁
)四

結

語

『
遠
き
持
来
は
兎
に
角
、
現
時
の
日
木
の
扶
鼓
に
h
f

き
ま
し
で
は
、
農
業
は
閣
の
宮
源
と
し
て
、
又
園
民
大
多
数
白
職
業
と
し
て
、

又
道
徳
の
中
心
と
し
て
、
共
倒
忠
勇
怠
る
兵
士
の
供
源
と
し
て
最
も
重
要
な
る
も
り
で
あ
り
ま
す
。
』

と
れ
は
明
治
四
十
二
年
‘
首

明
治
後
期
心
農
村
経
済

第
六
十
七
巻

七

第

披

七



明
治
後
期
目
農
村
鱈
済

第
六
十
七
巻

f可、

ノ、

第

挽

時
白
良
商
務
省
農
務
局
良
産
課
長
伊
藤
悌
蔵
氏
が
一
耐
島
鯨
で
行
っ
た
講
演
の
前
置
き
の
一
何
で
あ
る
が
(
同
著
「
円
本
農
業
前
」
一
買
)
、

同
時
に
営
時
D
農
業
観
を
代
表
す
る
も
む
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
重
要
な
産
業
白
維
持
強
展
を
岡
る
た
め
の
根
本
方
針
は
、
あ

く
ま
で
在
来
由
農
業
組
織
を
維
持
し
て
続
々
経
営
む
集
約
化
在
進
め
る
と
と
及
び
不
毛
地
の
開
穫
に
あ
一
一
P
、
と
の
廿
部
礎
の
上
に
政
府

は
農
業
政
策
を
立
て
、
農
家
を
替
脇
し
た
D
で
あ
っ
た
。

替
駒
事
項
は
頗
旬
。
多
い
。
未
利
用
地
白
閑
拓
、
良
事
国
川
町
及
び
農
政
機
関
白
統
一
改
善
、
農
業
数
育
の
普
及
、
民
事
及
び
作
物
品

種
の
改
良
、
地
主
白
奮
起
及
び
地
主
と
小
作
人
の
調
和
、
共
同
経
営
、
勤
倹
貯
蓄
、
肥
料
白
可
及
的
自
給
、
害
菰
駆
除
、
等
。
引
し

と
れ
ら
は
い
ナ
れ
も
小
良
主
義
の
基
礎
に
立
っ
て
農
民
に
勤
俄
力
行
を
要
求
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
か
う
た

G

本
期
の
良
業
政
策
に

至
。
て
は
頗
る
微
温
的
で
あ
ヨ
て
、
住
民
す
べ
き
も
の
は
僅
か
に
耕
地
整
担
D
安
施
、
日
木
勧
業
銀
行
及
び
府
腕
良
工
銀
行
の
設

立
、
産
業
組
合
法
白
制
定
な
ど
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
の
政
策
は
あ
る
程
度
農
家
粧
擦
の
悶
難
を
緩
和
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
困
難

か
ら
莞
れ
さ
ず
に
は
役
立
た
な
か
っ
た
。
査
し
、
モ
白
困
難
は
手
工
的
な
過
小
農
粧
品
百
が
資
本
主
義
的
貨
幣
経
梼
に
持
込
ま
れ
ろ
と

と
に
よ
ヨ
て
生
じ
た
も
む
で
あ
り
、
政
策
は
こ
り
耕
の
打
開
に
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
聞
に
農
業
は
外
形
的
に

は
震
建
し
な
が
ら
‘
農
村
経
抽
聞
は
内
而
的
に
困
難
に
陥
り
、

青t活

そ
白
困
難
は
大
-
止
以
後
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
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